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門、山方村からは清水松次郎、舟生村からは木村宗
八郎が出席し、最終的には郡長の裁定により、３か
村の合併が決定しました。明治初年の大区小区制や
続く連合戸長制のもとで、長くかかわりのあった３
か村の合併は、特に混乱もなく進められたようです。
　合併後の山方村は、村長関昌雄、助役根本勇之介、
収入役木村宗八郎の顔ぶれでスタートし、村役場を
現在の山方総合支所の場所に構えました。明治４１年
には人口２，９３３人・６３４戸、大正８年には４，１４３人・７００
戸を数えました。

　戦後、人口が５，８００人となった昭和２２年には、町制
が敷かれて山方町となりました。那珂郡内では大宮
町（明治２２年町制施行）、瓜連町（昭和９年）、菅谷
町（昭和１７年）に次ぐ４番目の町の誕生でした。こ
のとき県知事に提出した理由書には、山方宿は、水
戸・大子間のみならず烏山、太田への交通の要衝で
あり、水郡線による貨物・旅客運送の拠点でもある
こと、これに伴い市街地のにぎわいも増してきてい
るとして、「大宮町には多少遜色あるも瓜連、菅谷等
に比較しては、はるかに町としての資質を有する」
と誇らしげに記されています。
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～明 治 ・ 昭 和 の 合 併 と 山 方 町～
◇山方町の合併をたどる
　平成の合併前の山方町は、昭和３０年に５か村が合
併して誕生した町です。まず２月１１日に諸富野村、
続いて３月３１日に世喜村の一部と下小川村の一部、
さらに７月３０日に塩田村の一部が合併しました。同
年４月には山方町役場の新庁舎が落成しました。祝
賀会には４００人近くが招かれ、歌舞伎や集落ごとの
仮装、児童による旗行列、花火の打ち上げ（３寸玉
５５発）など、趣向を凝らした余興が行われ、華々し
い出発を遂げたのでした。

　本号では、昭和の合併で５か村合併した山方町
（昭和２２年以前は山方村）について、合併の経緯をご
紹介します。

◇明治の合併と町制施行
　明治２２年（１８８９）に施行された市制・町村制によ
り、江戸時代以来の山方村・野上村・舟生村の３か
村が合併し、山方村が誕生しました。
　３か村は水戸と奥州を結ぶ南郷道沿いに、北から
舟生村、山方村、野上村と隣接していました。なか
でも山方村は南郷道の宿場として、また、領内を南
北に流れる久慈川水運で栄え、戸数は文化４年
（１８０７）頃に２５６戸で、野上村の９６戸、舟生村の９１戸
と比較してもかなりの大村だったことがわかりま
す。舟生村は正保年間（１６４４－１６４８）以後に、山方
村から分かれて一村となった（『新編常陸国誌』）も
ので、もともと関係の深い村同士でした。
　明治６年以後、大区小区制のもとでは３か村とも
に第四大区七小区に属し、同１６年に山方村ほか２か
村連合、１７年からは山方村・野上村・舟生村・長田
村・長沢村の５か村連合となり、連合戸長役場がお
かれました。
　明治２２年の合併に際しては、市制・町村制が公布
された明治２１年の９月に郡ごとの会合が持たれ、那
珂郡は菅谷高等小学校に各村の戸長及び村総代が集
められました。この時、野上村からは木村清左衛 文書館　☎52－0571
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▲昭和３０年に建てられた山方町役場庁舎（現況）
　（昭和５１年改築、現在は山方総合支所） ▲昭和２２年頃の宿通り（下町から北方向）

▲町制施行、庁舎新築祝賀関係文書


